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ABSTRACT
Over the last two decades, both service and manufacturing organizations
have recognized supply chains as a new way of doing business. The mergers and
purchases of worldwide retailers are one clear indication that their executives
think of supply chains as a way to achieve a high level of performance. Also,
manufacturing environments have changed by the development of information
technology, globalization, and sophisticated customers'needs. Therefore, its
supply chain is complex, global, and dynamic.
In recent years, the construction industry has recognized supply chains as
an important way to improve the performance of projects.
This paper aims to provide modeling approaches for construction supply
chains. First, it reviews perspectives and concepts of supply chain production
modeling, including three decision categories based on the timing of making their
decisions and the range of periods which a decision gives impact. Second, it is to
explore how manufacturing supply chain concepts can be transferred to the
construction context in order to improve production efficiency and reduce project
costs. But, construction industry characteristics are different from manufacturing
production supply chains. So, some of the key differences between them are




大阪学院大学 企業情報学研究 第10巻第 1号
I は じめに
製造業および小売業における厳しい競争と国際化の進展がサプライチェーン・マネジメ
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顧客に近い多数の立地     広い地域に少数の立地
頻繁な輸送 少ない大規模輸送
情 報
速いかつ弾力的方法      遅いかつ安い方法
適時に正確なデータを収集   情報コストは,他のコス ト
し,共有する を高くして,減少する
(涸:)ⅣI.Azamb可a and w.J.0'Brien(2009),COnstruction supply chain modeling:Issues and
perspectives,p.2-5.
2.サプライチェーンの意思決定の種類
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の製品であるか,標準の構成部品である (例えば, ドア,窓)。 リー ドタイムは短い
(MTOのリードタイムより短い)そしてある程度の在庫が製造者により保有されている。
それは製造者が組立注文の不確実性に対応する必要があるからである。最後に,MTS製
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輸送 (種類と頻度)がサプライチェーン (リードタイム,配送業績,コス ト)にいかに影響を与
えるかを評価する
サプライチェーン・コス トを評価する




































































MTS供給業者 ;倉庫; 専門工事業者あるいはGCが注文する ;供給業
専門工事業者あるいは 者が製品の利用可能性を確認し,選び,運ぶ ;









































技術の注文 個別生産  ETO供給業者 ;重要
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図4 サプライチェーン構成 レベル2:倉庫プロセス
















(i*) M. Azambuja and W. J. O'Brien (2009), Construction supply chain modeling : Issues and
perspectives, p.2-22.
図6 サプライチェーン構成 レベル2:A丁0供給業者のプロセス





























(i*) tttt. Azambuja and W. J. O'Brien (2009), Construction supply chain modeling : Issues and
perspectives, p.2-25.







































SCの要素 属   性
SCの関係者    名前,位置,プロセス,相互作用 (境界),製品の種類 (ETO,MTO,ATO,
MTS),完成品
プロセスと活動   名前 (動詞十名詞),種類 (材料あるいは情報の変換),サイクルタイム (決
定論的あるいは確率的配送),資源,生産のバッチサイズ,コスト
材料フロー (配送) 製品 (大きさ,重さ),バヽソチサイズ,時間,頻度
情報フロー     情報の種類 (注文,設計図書,スケジュール),時間,頻度
在庫バッファー   種類 (FIFO,LIFO),在庫の製品,部品の最大数量,保有コス ト
資 源       名前,種類 (労働力,装置),数量,生産能力,コス ト,失敗あるいは維持
(休止時間),スケジュール (固定あるいは変化の生産能力)
(i*) M. Azambuja and W. J. O'Brien (2009), Construction supply chain modeling : Issues and
perspectives, p.2-27.
図10 モデル要素の属性 :梱包活動










(i*) lrt. Azambtla and W. J. O'Brien (2009), Construction supply chain modeling: Issues and
perspectives, p.2-27.
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図10は梱包活動に利用される属性の一覧表の一例である。属性の標準的一覧表はサプラ
イチェーンの同等なレベルnに位置するMTO製品の製造プロセスの一部である梱包活動
について価値のある情報を提供している。
Vむす び
本稿は製造業および建設業におけるサプライチェーン生産のモデル化に関する各種の概
念および問題点について論述している。建設業のサプライチェーン。モデル化についての
論文を概観し,実在のモデル化ツールおよびケース・スタディヘの最初の適用を述べた。
この概観により,建設業のサプライチェーン。モデルが意思決定の領域に役立つためには ,
当該モデルに内在する欠陥を明確にし,より大きい能力を有すモデルの創造に取り組む必
要のあることを明らかにした。最後に,連続する段階から構成されている概念的モデル化
プロセスを提案し,建設業のサプライチェーンをモデル化するとき考慮する必要のある間
題,例えば,構造化されている測定尺度,製品の特性と詳細の水準,そしてモデル要素の
属性の指定を強調している。
建設業のサプライチェーン・モデル化はまさに次世代の建設の生産性のモデル化である。
建設業は伝統的生産性研究 (例えば,作業現場への時間や動作研究の適用)およびそれら
の建設力分析への拡大で多大のものを得たけれども,建設プロジェクトはサプライチェー
ン・モデルから多大のものを得て,戦術策定および業務決定を改善している,そして戦略
策定に関する知識を創造するべく,その知識を適用している。同時に,生産性のモデル化
の歴史はサプライチェーン・モデルの開発への挑戦を強調している。生産性のモデル化は
長期間にわたって限られた発展しかしていないそして広く行きわたって展開されていない
という欠点を持っている。ただ,比較的最近のリーン概念の導入は生産性のモデル化を活
気づけた。サプライチェーン・モデルも同様の宿命に苦しんでいる。すなわち,極めて記
述的で,かつ個別プロジェクトに特有である (そしてそれ故,一般的な研究成果を簡単に
は創造し得ない)現在のモデルは,管理者に彼らのプロジェクトにとっての効果的,かつ
情報を持っているサプライチェーン決定を積極的に創造させる分析ツールおよび関連した
知識を未だに指摘していない。本稿での議論およびフレームワークが実務を効果的に向上
させることができる広義のかつ有力な建設業のサプライチェーン・モデルの発展への刺激
になることを希望している。
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